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各 議 員 の 評 価 ・ 提 言各 議 員 の 評 価 ・ 提 言
令和６年度決算令和６年度決算

つなげよう！令和８年度予算編成へつなげよう！令和８年度予算編成へ
　令和６年度の町政運営を各議員はどう評価したのか、決算審議を通して令和８年度予算編成に向
けた提言や期待することなどをお伝えします。

　町決算を通して、町民の生活に直結する事業

や予算の使い道を改めて確認できました。

　今後も町民目線を大切に、安心で暮らしやす

い町づくりに努めてまいります。

西本　久雄 議員 （全決算賛成）

　令和６年度決算は、概ね適切に運営されたと

評価します。

　但し、予算執行については、競争の原理に基

づき安易に随意契約としない事、ガイドライン

に則していても１社のみの見積による随意契約

は極力避けるよう求めます。

遠藤　浩 議員 （全決算賛成）

　令和６年度の決算は歳入歳出ともに適切に行

われたと認識します。

　特に町民の健康づくりや病気の予防対策につい

ては、短期間に結果が出ないことも多くあります。

　町民の皆様も自分のために健康づくりに参加

してください。

門馬まりえ 議員 （全決算賛成）

　歳入歳出ともに適切に運営が行われたものと

認識しますが、町の貯金ともいえる財政調整基

金積立金が続いて増加していることから、補助

金の活用と基金積み増しにとらわれず、活用を

検討すべきと考えます。

西内　玄太 議員 （全決算賛成）

　令和６年度の土地開発会計決算において、前

年度と比較して歳入歳出が減少している状況で

す。

　復興創生の軸となる企業の誘致や雇用、移住・

定住に力を入れて欲しい。

北郷　伯弘 議員 （全決算賛成）

　町の財政運営は、固定資産税の減少に伴い中

長期的に歳入財源の確保は厳しさを増す状況の

ようです。

　歳入歳出の全体像を把握し、事業の必要性や

必要な額について話し合いましょう。

【いつまでもあると思うな親と金】

渡邉　忠義 議員 （全決算賛成）

　歳入歳出ともに適切に執行されました。但し

今後は、歳入の減少が確実なため、事業全般の

前例踏襲を改善し、財政緊縮に努めてほしい。

　さらに、執行部と議員との活発な審議を行う

決算特別委員会の設置を提案いたします。

高木　光雄 議員 （全決算賛成）

渡邉　正俊 議長

同じ賛成でも、
議員の視点は
様々です。




